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平城宮跡第139次発掘調査現地説明会資料
ー内裏北外郭東北部の調査一→ 奈良国立文化財研究所

1982年6月26日 平城宮跡発掘調査部

佐藤信
はじめに 当調査部は、 1982年3月29日から、第139次調査として平城宮内裏北外郭東北部

の発掘調査を行なってきた。発掘面積は約3,800rrlで、調査は現在継続中である。

調査の目的 調査地は内裏の東北方にあたり、南は1963年の第13次調査区、北は1981年の第129

次調査区と接する。第13次調査では内裏北外郭東部の官街建物群とその東を限る築地を検出し、

また第129次調査では宮北面大垣のすぐ内側に整然と配置された建物群と内裏東方を南流する幹

線排水路SD2 700（東大溝）の北延長部を発掘した。なお、東大溝SD2 700は、古く 1928• 

32年の奈良県技師岸熊吉氏による調査や｀南方の第21次調査 (1964-65年）でも遺構を確認して

いる。今回の調査は、この東大溝SD2 700および内襄北外郭東北隅を確認するとともに、内裏

北外郭東北部の性格を明らかにすることを主目的とした。

遺構の概要 調査地は内裏が占地する丘陵の東斜面に位置し、宮造営にともない盛土して整地

を行なった部分が認められた。調査地西方には前方後円墳市庭古墳があり、整地土中には円筒埴

輪片がふくまれていた。今回検出した主な遺構は掘立柱建物6棟、築地2条、掘立柱塀1条、溝

11条、土堀7基などである。

宮造営前の遺構としては、斜行溝SD04および土壊SKOl、SK05-09がある。 SKOl

は長さ 1.5m、幅0.8mの長方形を呈し、底に7世紀後半の土器を埋置しており、土壊墓と考え

られる。また、 SK05-09は長さ 1.2m、幅0.8mほどの隅丸長方形で、粘土を貼った壁体は

焼け、中に炭・灰がつまっていた。同様の遺構は第13• 129次調査でも検出しており、土師器を焼

成した窯である可能性がある。 SX02•03は宮造営に際して埋めたてられた地山の凹みである。

平城宮時代の遺構としてはまず東大溝SD2 700がある。幅2.4m、深さ 1.6 mで、人頭大の

玉石を6~7段積んで護岸している。溝内の堆積は大きく4層に分かれ、最下層には養老七年(723)

～天平初年の木簡が、最上屠には天応元年 (781)の墨書土器がともなう。調査区北端には橋脚

状施設とその下を通る木樋SX23が、その南16mほどには一段低く溝底に石敷を施したSX22が

ある。また、木樋SX23の南で東大溝の東にとりつく東西溝SD24を検出した。規模は幅2.7 m、

深さ 1.6 mで、溝内の堆積は東大溝とほぼ同じである。なお、東大溝SD2 700の3個所で1932

年の岸熊吉氏による発掘区を確認した。

内裏北外郭地区では東面築地SA705と北面築地SA13の交点部分を確認した。わずかに残る

築地基壇は粗い版築で作られており、その上面で築地寄柱穴をいくつか検出した。北外郭の北面

築地は今回はじめて検出したもので、内裏の築地回廊からの距離は約 86mをはかる。

調査区北西部では東西溝SD9797を検出した。この溝は東西溝SD24の西延長線上にあり、北

の第129次調査で検出した官術建物群の南を区画するものである。掘立柱建物SB25は門と考え

られ、この門に接続して東西に築地が走っていた可能性もある。

北の東西溝SD9797と内裏北外郭北面築地SA13の間には、 5間以上X 2間の小規模な掘立柱

建物SB15以外には顕著な遺構はなく、広場的な空間 (SH14)であったと思われる。広場のほ

ぼ中央で検出した唯一の掘立柱穴SX26には径40cmの柱根が遺存しているが、性格は不詳である。

東大溝SD2 700東方の発掘区内では3棟の南北棟掘立柱建物SD18-20が重複しており、別

な官街の存在を物語る。
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図1 第139次発掘調査位置図

゜゜
5
 

言
胃
[

9
9
9
9
,
＇」

0

゜
c 

S H14 

A
 

D 41' 

oS KD5 

()S K06 

12 

9,

•
"'~9, 喝炉

宮北面大垣

ii | 11二外郭:衝 I囀I 声査区
1, 竺!l• l口

＝杢ビ涵季

9 9 
0 100m 

図2 内襄周辺遺構配置図
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図3 第139次発掘調査遺構図
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出土遺物 東大溝SD2 700とそれにとりつく東西溝SD24を中心に大量の遺物が出土した。

両溝からは229点の木簡をはじめ、木彫面・「木」陰刻木印・木箱といった木製品、銭貨（和同

開弥15枚・万年通宝4枚・神功開宝12枚） •金銅製垂飾金具・銅製飾鋲·帯金具・鉄釘等の金属

製品・平城宮で2点目の鳳凰紋鬼瓦片をふくむ多量の瓦埠類・墨書土器130点余をはじめとする

土器類、円面硯・転用硯•土馬などが出土した。また、内裏北外郭地区からも大量の軒瓦や凝灰

岩切石片、土器などが出土している。

今回の調査では、平城宮東部の幹線排水路である東大溝SD2 700を80mにわた

って発掘し、その規模と構造を明らかにするとともに豊富な遺物を得た。また、新たに東大溝に

つながる東西溝SD24を発見した。そして、内裏北外郭の東北隅を確認して北外郭の規模を確認

し、さらにその北側に南北約51mにわたって広場的空問があることを明らかにするなど、平城宮

北部の様相について貴重な新知見を得ることができた。
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図4 東大溝出土木彫面
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東大溝 SD2700 東西溝 SD24 内裏北外郭地区
時 期

軒丸瓦 軒平瓦 II丸瓦 軒平瓦 軒丸瓦 軒平瓦
（平城宮瓦編年） 合計 合計 合計

型式 点数 型式 点数 型式 点数 型式 点数 型式 点数 型式 点数

1 期 6275・盛 ， 6664 • 6665 
19 28 
6233 • 6281 2 2 6284 4 4 （和銅一淀老） 6308 

Il 期 6304•6308 臨 4• 6682 6311 • 6313 2 6663 I 6225 • 6304 6664•6666 
（岱老ー天平） 6311 • 6313 29 6688 • 6663 35 64 3 63ll • 6313 

88 6685• お63 58146 6314 • 6227 
6314 • 6225 6135 6682 

皿期
6133 • 6282 6689 • 6691 6282•6307 6689 • 6691 

17 35 6307 • 6316 17 6694 • 6721 31 48 2 
2 5282 • 6307 18 6694 • 6721 , （天平勝宝頃）

6732 

IV 期
(6725 • 6726) I I （天平宝字頃）

その他 7 3 10 I I 15 5 20 
｛型式不明）

合 計 62 89 151 6 2 8 125 80 205 
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表1 出土軒瓦一覧
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